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玖
珠
地
区
自
主
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
隊
は
、
警
察
庁
主
催
の
平

成
二
十
一
年
度
「
地
域
安
全
安

心
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
推
進
事
業

の
選
定
地
区
と
し
て
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
推
進
事
業
は
、
警
察
庁

に
よ
り
平
成
十
七
年
度
か
ら
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
平
成
二

十
一
年
度
は
全
国
で
新
た
に
二

百
地
区
が
指
定
さ
れ
、
大
分
県

で
は
玖
珠
地
区
を
含
む
四
地
区

が
新
た
に
指
定
を
受
け
、
県
内

で
合
計
十
六
地
区
が
「
地
域
安

全
安
心
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
選
定

地
区
と
し
て
活
動
を
し
て
い
ま

す
。こ

の
指
定
に
よ
り
、
物
品
の

貸
与
や
警
察
に
よ
る
犯
罪
・
地

域
安
全
情
報
の
提
供
な
ど
の
支

援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
の
で
、
積
極
的
に
活

用
し
て
地
域
全
体
に
防
犯
意
識

を
高
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

玖
珠
地
区
自
主
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
隊
で
は
、
各
種
団
体
に
よ

る
定
期
的
な
巡
回
活
動
の
ほ
か
、

自
治
委
員
を
は
じ
め
と
す
る
多

く
の
皆
さ
ん
に
、
巡
回
班
・
街

頭
班
・
さ
ん
ぽ
班
・
フ
リ
ー
班

の
何
れ
か
に
登
録
を
い
た
だ
き

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

特
に
児
童
の
下
校
時
の
巡
回

の
強
化
と
地
区
ご
と
の
協
議
・

連
絡
の
充
実
を
図
る
た
め
、
五

月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
大
区

ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
地
区
別
集
会

を
行
い
ま
し
た
。

集
会
で
は
、
登
録
内
容
の
確

認
や
地
域
の
危
険
個
所
の
情
報

交
換
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

特
に
五
月
に
児
童
対
象
の
声

か
け
事
案
が
発
生
し
た
た
め
、

五
月
二
十
日
か
ら
二
十
九
日
ま

で
の
間
は
毎
日
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
い
、
特
別
警
戒
に
あ
た
り
ま

し
た
。

お
忙
し
い
な
か
、
登
録
を
い

た
だ
き
ご
協
力
下
さ
る
皆
さ
ん

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

(
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「地域安全安心ステーション」
推進事業とは・・

地域における自主防犯活動の

活性化と拡大を図るため、地域

住民に対して身近で模範的な活

動を示すことができる自主防犯

活動の中核（地域安全安心ステ

ーション）の整備を図り、自治

体の行う防犯ボランティアに対

する支援の一層の拡大を図るこ

とを目的とする。

登下校時の保護など子どもの

安全保護のための活動を推進し

ている地区を警察庁が指定。

玖
珠
地
区
自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

警
察
庁

平
成
二
十
一
年
度

「
地
域
安
全
安
心
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
に
指
定地区別集会を開催

昨年行っ

た学校・PTA

による通学路

点検や、巡回

パトロールの

際の指摘を受

けて、通学路

の安全整備が

行われました。

国道（門出）横断歩道の横断旗設置は３月

号でお知らせしましたが、中塚脇の「さんぽ」

前交差点にミラーが設置がされ、見通しが悪

かった道路の安全確認ができるようになりま

した。

また、豊和銀行東側の道路には転落防止の

ための手摺が設置されました。（横断旗につ

いてはコミュニティが設置・ミラーと手摺は

要望により町

が設置）

引き続き危

険個所の改善

に努めて参り

たいと思いま

す。

通学路の整備が行われました

声
か
け
事
案
発
生
を
う
け
、
特
別
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施塚脇地区防犯パトロール集会のようす（玖珠自治会館）


